
設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ オザキ　ハルキ ）

尾 﨑　春 樹

（平成27年1月）

（ サワザキ　タツオ ）

沢崎　達夫

（平成30年4月）

（コイケ　マキコ）

小池　眞規子

（令和2年4月）

（コイケ　マキコ）

小池　眞規子

（令和2年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和元年度に報告済の内容　→（元）

　　　　　　令和２年度に報告する内容　→（２）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

学 部 長

学科長等

学　　長

　　　　東京都新宿区中落合４－３１－１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

　　　〒１６１－８５３９

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人目白学園

（２） 大　学　名
　　　　目白大学

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２８年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　心理学部
心理カウンセリング学科

　学士（心理学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

1,616 ―
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134 ―
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[ － ] [ ― ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]
入学定員超過率

Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.07

(　　 　) (　　 　) (　　 　) (　　 　)

志願者数

備　　考

Ａ　 入学定員

1.07　倍 ― 倍

125

[ ― ] [ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ]

(　―　)

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
平均入学定員
超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定
員超過率

文学関係
4 125 － 500

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

年 人 年次 人

人

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科の
分野

設 置 時 の 計 画
備　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

134 ―
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[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　）（　　）（　　）（　　）

　　・令和２年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

（　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

[　　0　　] [　　　　 ] [　　　　 ] [　　　　 ] [　　　　 ]

（　　　　 ）

１年次

２年次

３年次

４年次

計

134

（　―　）

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
備　　　　　考
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

134 人 0 人 令和２年度 0 人 0 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

令和６年度 人 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 134

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 0

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（ｂ） 0

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） 0
令和５年度の在学者数（ｂ） 0

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 0
令和６年度の退学者数（ａ） 0

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

= = #DIV/0! ％

= = #DIV/0! ％

= = #DIV/0! ％

= = #DIV/0! ％

令和６年度 人 人

合　　計

= = 0 ％

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

人

　　　区　分

対象年度

在学者数（b） 退学者数（a）

令和２年度

令和３年度 人

主な退学理由
（留学生の理由は[　]書き）

内訳

入学した年度
退学者数

うち留学生数
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【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 4 2 1前 1 1 2 3

1後 1 4 2 1後 1 1 2 3

－ －

1前 2 1 兼13 1前 2 1 兼13

1後 2 兼5 1後 2 兼5

1前 2 兼11 1前 2 兼11

1後 2 兼4 1後 2 兼4

－ －

2後 2 兼2 2後 2 兼3

2後 2 兼3 2後 2 兼3

2後 2 1 1 兼4 2後 2 1 1 兼3

2後 2 兼6 2後 2 兼6

2後 2 兼3 2後 2 兼3

2後 2 兼3 2後 2 兼3

2後 2 兼5 2後 2 兼6

2後 2 兼3 2後 2 兼3

2後 2 兼2 2後 2 兼2

2後 2 兼6 2後 2 兼6

2後 2 兼2 2後 2 兼2

－ －

2前 2 兼4 2前 2 兼4

2前 2 兼8 2前 2 兼8

2前 2 兼3 2前 2 兼3

2前 2 兼4 2前 2 兼4

2前 2 兼3 2前 2 兼3

2前 2 兼2 2前 2 兼2

2前 2 兼1 2前 2 兼1

－ －

3前 2 1 兼4 3前 2 1 兼4

3前 2 兼4 3前 2 兼5

3後 2 兼2 3後 2 兼3

3後 2 兼1 3後 2 兼1

－ －

総

合

科

目

小計（4科目）

小計（7科目）

異

分

野

入

門

科

目

小計（4科目）

グ

ロ
ー

バ

ル

課

題

探

求

科

目

初

年

次

セ

ミ

ナ
ー

分

野

横

断

科

目

学

際

科

目

共

通

科

目

共

通

科

目

初

年

次

セ

ミ

ナ
ー

小計（2科目）

総

合

科

目

食と農から考える地域と世
界

食と農から考える地域と世
界

世界の今を学ぼう 世界の今を学ぼう

グ

ロ
ー

バ

ル

課

題

探

求

科

目

小計（4科目）

東アジアの言語と文化 東アジアの言語と文化

古典に学ぶ 古典に学ぶ

グローバルな視点で学ぶ社
会と人間

グローバルな視点で学ぶ社
会と人間

サステイナブル社会を考え
る

サステイナブル社会を考え
る

江戸から東京へ 江戸から東京へ

ビジネス偉人伝～先達に学
ぶ生きるための智慧

ビジネス偉人伝～先達に学
ぶ生きるための智慧

ことばの「しくみ」と「は
たらき」

ことばの「しくみ」と「は
たらき」

異

分

野

入

門

科

目

小計（7科目）

コトバの実験室 コトバの実験室

人文系学生のための情報
ネットワーク・データ活用
入門

人文系学生のための情報
ネットワーク・データ活用
入門

マスメディア学入門 マスメディア学入門

小計（11科目） 小計（11科目）

お金とつきあう お金とつきあう

社会の中のことば 社会の中のことば

日本語再発見 日本語再発見

学

際

科

目

社会生活のデザイン 社会生活のデザイン

子供とメディア 子供とメディア

「観光」で読み解く現代社
会

「観光」で読み解く現代社
会

雑穀文化を学ぶ 雑穀文化を学ぶ

感性を磨く芸術論 感性を磨く芸術論

知の対象としての恋愛 知の対象としての恋愛

人間と遊び 人間と遊び

大学生活と学問 大学生活と学問

知の探究法 知の探究法

「目白大学」を知る 「目白大学」を知る

科学的なものの見方・考え
方

科学的なものの見方・考え
方

フレッシュマンセミナー フレッシュマンセミナー

ベーシックセミナー ベーシックセミナー

小計（2科目）

分

野

横

断

科

目

小計（4科目）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任

・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任

・
兼
担

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

２　授業科目の概要

＜心理学部　心理カウンセリング学科＞
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1前・
後

2 兼1
1前・
後

2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1
1前
・後

2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 兼1
1前・
後

2 兼1

1前・
後

2 兼2
1前・
後

2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1前・
後

2 兼1
1前・
後

2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼2

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

－ －

1前 1 兼4 1前 1 兼4

1後 1 兼4 1後 1 兼4

2前 1 兼4 2前 1 兼4

2後 1 兼4 2後 1 兼4

2後 1 兼2 2後 1 兼2

－ －

1前 1 兼4 1前 1 兼4

1後 1 兼4 1後 1 兼4

1前 1 兼4 1前 1 兼4

2前 1 兼4 2前 1 兼4

2後 1 兼3 2後 1 兼4

1前・
後

1 兼5
1前・
後

1 兼5

1前・
後

1 兼2
1前・
後

1 兼2

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2前・
後

1 兼1
2前・
後

1 兼1

2前・
後

1 兼1
2前・
後

1 兼1

2前・
後

1 兼1
2前・
後

1 兼1

2前・
後

1 兼1
2前・
後

1 兼1

2前・
後

1 兼2
2前・
後

1 兼2

総

合

科

目

資

格

関

連

科

目

小計（16科目）

国

語

小計（5科目）

外

国

語

共

通

科

目

共

通

科

目

総

合

科

目

外

国

語

Communicative Listening
and Writing

Communicative Listening
and Writing

Dynamics of English
Sound

Dynamics of English
Sound

Film English Film English

Advanced Reading Advanced Reading

Business English Business English

Communication in the
Media

Communication in the
Media

専門基礎英語（Basic
English for Special
Fields)

専門基礎英語（Basic
English for Special
Fields)

English Test Strategies English Test Strategies

English Using CALL English Using CALL

英語基礎(Fundamentals of
English) Ⅰ

英語基礎(Fundamentals of
English) Ⅰ

英語基礎(Fundamentals of
English) Ⅱ

英語基礎(Fundamentals of
English) Ⅱ

総合英語(Integrated
English)Ⅰ

総合英語(Integrated
English)Ⅰ

総合英語(Integrated
English)Ⅱ

総合英語(Integrated
English)Ⅱ

日本語表現演習Ⅰ 日本語表現演習Ⅰ

日本語表現演習Ⅱ 日本語表現演習Ⅱ

専門レポート基礎演習 専門レポート基礎演習

国

語

小計（5科目）

現代文学 現代文学

倫理 倫理

日本語読解演習Ⅰ 日本語読解演習Ⅰ

日本語読解演習Ⅱ 日本語読解演習Ⅱ

法学 法学

社会学概論 社会学概論

漢文学の世界（漢文学論） 漢文学の世界（漢文学論）

資

格

関

連

科

目

小計（16科目）

自然地理学概説 自然地理学概説

やさしい観光開発（観光開
発論）

やさしい観光開発（観光開
発論）

社会学 社会学

西洋の歴史と文化（西洋
史）

西洋の歴史と文化（西洋
史）

日本の歴史（日本史） 日本の歴史（日本史）

環境物理学 環境物理学

芸術と人間（芸術論） 芸術と人間（芸術論）

政治のしくみ（政治学） 政治のしくみ（政治学）

アジアの歴史と文化（東洋
史）

アジアの歴史と文化（東洋
史）

日本国憲法 日本国憲法

遺跡を科学する（考古学） 遺跡を科学する（考古学）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

2前・
後

1 兼1
2前・
後

1 兼1

1前・
後

1 兼4
1前・
後

1 兼4

1前・
後

1 兼2
1前・
後

1 兼2

2前・
後

1 兼1
2前・
後

1 兼1

1前・
後

1 兼2
1前・
後

1 兼2

1前・
後

1 兼2
1前・
後

1 兼2

2前・
後

1 兼2
2前・
後

1 兼2

1前・
後

1 兼1
1前・
後

1 兼1

1前・
後

1 兼1
1前・
後

1 兼1

2前・
後

1 兼1
2前・
後

1 兼1

1前・
後

1 兼3
1前・
後

1 兼3

1前・
後

1 兼2
1前・
後

1 兼2

2前・
後

1 兼2
2前・
後

1 兼2

1前・
後

1 兼2
1前・
後

1 兼2

1前・
後

1 兼2
1前・
後

1 兼2

2前・
後

1 兼2
2前・
後

1 兼2

1前・
後

1 兼1
1前・
後

1 兼1

1前・
後

1 兼1
1前・
後

1 兼1

2前・
後

1 兼1
2前・
後

1 兼1

2後 1 兼1 2前 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

－ －

1前 2 兼4 1前 2 兼2

2後 2 兼2 2後 2 兼3

1前・
後

2 兼2
1前・
後

2 兼2

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前・
後

2 兼2
1前・
後

2 兼2

2前 2 兼1 2前 2 兼1

1前・
後

2 兼2
1前・
後

2 兼2

－ －

外

国

語

小計（38科目）

情

報

活

用

演

習

小計（7科目）

共

通

科

目

共

通

科

目

数と情報 数と情報

情報活用基礎演習Ｂ 情報活用基礎演習Ｂ

情報活用応用演習 情報活用応用演習

情報活用特別演習 情報活用特別演習

情

報

活

用

演

習

小計（7科目）

応用スペイン語演習 応用スペイン語演習

情報活用演習Ⅰ 情報活用演習Ⅰ

情報活用演習Ⅱ 情報活用演習Ⅱ

情報活用基礎演習Ａ 情報活用基礎演習Ａ

応用インドネシア語演習 応用インドネシア語演習

応用フランス語演習 応用フランス語演習

応用ドイツ語演習 応用ドイツ語演習

外

国

語

小計（38科目）

スペイン語基礎Ⅲ スペイン語基礎Ⅲ

応用中国語演習 応用中国語演習

応用韓国語演習 応用韓国語演習

ドイツ語基礎Ⅲ ドイツ語基礎Ⅲ

スペイン語基礎Ⅰ スペイン語基礎Ⅰ

スペイン語基礎Ⅱ スペイン語基礎Ⅱ

フランス語基礎Ⅲ フランス語基礎Ⅲ

ドイツ語基礎Ⅰ ドイツ語基礎Ⅰ

ドイツ語基礎Ⅱ ドイツ語基礎Ⅱ

インドネシア語基礎Ⅲ インドネシア語基礎Ⅲ

フランス語基礎Ⅰ フランス語基礎Ⅰ

フランス語基礎Ⅱ フランス語基礎Ⅱ

韓国語基礎Ⅲ 韓国語基礎Ⅲ

インドネシア語基礎Ⅰ インドネシア語基礎Ⅰ

インドネシア語基礎Ⅱ インドネシア語基礎Ⅱ

中国語基礎Ⅲ 中国語基礎Ⅲ

韓国語基礎Ⅰ 韓国語基礎Ⅰ

韓国語基礎Ⅱ 韓国語基礎Ⅱ

Practical English
Grammar

Practical English
Grammar

中国語基礎Ⅰ 中国語基礎Ⅰ

中国語基礎Ⅱ 中国語基礎Ⅱ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1前・
後

1 兼3
1前・
後

1 兼3

2前・
後

1 兼6
2前・
後

1 兼6

3前・
後

1 兼2
3前・
後

1 兼2

1前・
後

1 兼2
1前・
後

1 兼2

2後 1 兼2 2後 1 兼2

－ －

2前 1 1 2 2 兼1 2前 1 1 2 2 兼1

2後 1 1 2 2 兼1 2後 1 1 2 2 兼1

3前 1 兼1 3前 1 兼1

1前
・後

2 兼1
1前
・後

2 兼1

2前
・後

2 兼1
2前
・後

2 兼1

－ －

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

－ －

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 2 兼2 1後 2 1 1 兼2

2前 2 1 2前 2 1

2後 4 1 2 兼3 2後 4 1 2 兼1

－ －

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

－ －

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

－ －

キ
ャ

リ

ア

デ

ザ

イ

ン

小計（5科目）

専

門

教

育

科

目

心
理
学
導
入
科
目

小計（6科目）

心
理
学
基
礎
科
目

小計（5科目）

心
理
学
発
展
科
目

小計（5科目）

心
理
学
導
入
科
目

小計（6科目）

心
理
学
基
礎
科
目

小計（5科目）

専

門

教

育

科

目

小計（5科目）

ス

ポ
ー

ツ

・

健

康

キ
ャ

リ

ア

デ

ザ

イ

ン

基
本
科
目

実
践
科
目

小計（5科目）

心
理
学
発
展
科
目

小計（7科目）

共

通

科

目

教育・学校心理学 教育・学校心理学

司法・犯罪心理学 司法・犯罪心理学

産業・組織心理学 産業・組織心理学

実
践
科
目

小計（5科目）

障害者・障害児心理学 障害者・障害児心理学

健康・医療心理学 健康・医療心理学

福祉心理学 福祉心理学

基
本
科
目

感情・人格心理学 感情・人格心理学

神経・生理心理学 神経・生理心理学

社会・集団・家族心理学 社会・集団・家族心理学

発達心理学 発達心理学

小計（7科目）

心理学実験 心理学実験

知覚・認知心理学 知覚・認知心理学

学習・言語心理学 学習・言語心理学

臨床心理学概論 臨床心理学概論

心理学統計法 心理学統計法

心理学研究法 心理学研究法

心理学と社会Ｅ（子ども相
談入門）

心理学と社会Ｅ（子ども相
談入門）

心理学と社会Ｆ（こころの
予防教育）

心理学と社会Ｆ（こころの
予防教育）

心理学概論 心理学概論

心理学と社会Ａ（家族とこ
ころ）

心理学と社会Ａ（家族とこ
ころ）

心理学と社会Ｂ（多様性・
文化とこころ）

心理学と社会Ｂ（多様性・
文化とこころ）

心理学と社会Ｃ（消費者と
こころ）

心理学と社会Ｃ（消費者と
こころ）

心理学と社会Ｄ（人間関係
とこころ）

心理学と社会Ｄ（人間関係
とこころ）

仕事と社会 仕事と社会

キャリア研修Ⅰ キャリア研修Ⅰ

キャリア研修Ⅱ キャリア研修Ⅱ

共

通

科

目

健康科学 健康科学

健康科学演習（心とから
だ）

健康科学演習（心とから
だ）

専門とキャリアＡ 専門とキャリアＡ

専門とキャリアＢ 専門とキャリアＢ

生涯スポーツ１ 生涯スポーツ１

生涯スポーツ２ 生涯スポーツ２

生涯スポーツ３ 生涯スポーツ３

ス

ポ
ー

ツ

・

健

康

小計（5科目）
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必
　
修

選
　
択

自
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教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 1 3 3後 2 1 1 3

－ －

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

3前 2 1 3前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 1 2 3前 2 1 1 2

3後 2 1 1 2 3後 2 1 1 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 1 3後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

－ －

1前 1 1 1 1前 1 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

3前 1 1 1 3前 1 1 1

1前 2 1 3 兼1 1前 2 1 3 兼1

2前 2 2 2 兼1 2前 2 1 1 2 兼1

3後 2 1 3後 2 1

－ －

専

門

教

育

科

目

心
理
学
発
展
科
目

心
理
学
演
習

実
習
科
目

司法犯罪心理学特講Ｃ（加
害と被害の臨床心理学）

産業心理学特講Ａ(キャリ
ア心理学）

産業心理学特講Ａ(キャリ
ア心理学）

産業心理学特講Ｂ（産業カ
ウンセリング）

産業心理学特講Ｂ（産業カ
ウンセリング）

医療健康心理学特講Ｄ(身
体疾患と心理）

医療健康心理学特講Ｄ(身
体疾患と心理）

司法犯罪心理学特講Ａ（被
害者支援心理学）

心理学基礎演習

心理学調査法

心
理
学
専
修
科
目

小計（20科目）

専

門

教

育

科

目

小計（20科目）

心
理
学
専
修
科
目

関
連
科
目

心
理
学
発
展
科
目

小計（4科目）

司法犯罪心理学特講Ｃ（加
害と被害の臨床心理学）

学校心理学特講Ａ（ピア・
サポートＡ）

小計（6科目）

心
理
学
演
習

実
習
科
目

心理学入門演習

小計（6科目）

心理学基礎演習

心理学調査法

心理学体験実習Ａ(ボラン
ティア）

心理学体験実習Ａ(ボラン
ティア）

心理学体験実習Ｂ（異文化
体験）

心理学体験実習Ｂ（異文化
体験）

心理学体験実習Ｃ（メンタ
ルサポートボランティア）

心理学体験実習Ｃ（メンタ
ルサポートボランティア）

心理学入門演習

司法犯罪心理学特講Ａ（被
害者支援心理学）

司法犯罪心理学特講Ｂ（心
理学と法）

司法犯罪心理学特講Ｂ（心
理学と法）

医療健康心理学特講Ａ（力
動的心理療法）

医療健康心理学特講Ａ（力
動的心理療法）

医療健康心理学特講Ｂ（認
知行動療法）

医療健康心理学特講Ｂ（認
知行動療法）

医療健康心理学特講Ｃ(ス
ポーツ心理学）

医療健康心理学特講Ｃ(ス
ポーツ心理学）

学校心理学特講Ａ（ピア・
サポートＡ）

学校心理学特講Ｂ（ピア・
サポートＢ）

学校心理学特講Ｂ（ピア・
サポートＢ）

学校心理学特講Ｃ（学校臨
床心理学）

学校心理学特講Ｃ（学校臨
床心理学）

多様性心理学特講Ｂ（異文
化・多様性カウンセリン
グ）

多様性心理学特講Ｂ（異文
化・多様性カウンセリン
グ）

福祉心理学特講Ａ(成人と
高齢者の心理学）

福祉心理学特講Ａ(成人と
高齢者の心理学）

福祉心理学特講Ｂ(児童養
護）

福祉心理学特講Ｂ(児童養
護）

対人関係心理学特講Ａ
(パーソナリティと心理
学）

対人関係心理学特講Ａ
(パーソナリティと心理
学）

対人関係心理学特講Ｂ(ス
トレスと行動変容）

対人関係心理学特講Ｂ(ス
トレスと行動変容）

多様性心理学特講Ａ（コ
ミュニティ心理学）

多様性心理学特講Ａ（コ
ミュニティ心理学）

関係行政論 関係行政論

家族心理学特講Ａ（子ども
の心理療法）

家族心理学特講Ａ（子ども
の心理療法）

家族心理学特講Ｂ（芸術療
法）

家族心理学特講Ｂ（芸術療
法）

関
連
科
目

小計（4科目）

精神疾患とその治療 精神疾患とその治療

人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能及び疾病

公認心理師の職責 公認心理師の職責
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

4前 2 1 1 1 4前 2 1 1 1

4後 2 1 1 1 4後 2 1 1 1

4通 2 3 6 3 兼1 4通 2 4 4 4 兼1

－ －

2・3前 2 2 2・3前 2 2

2・3通 4 2 2・3通 4 2

－ －

3前 1 4 6 4 兼1 3前 1 5 4 5 兼1

3後 1 4 6 4 兼1 3後 1 5 4 5 兼1

4前 1 4 6 4 兼1 4前 1 5 4 5 兼1

4後 1 4 6 4 兼1 4後 1 5 4 5 兼1

4通 4 4 6 4 兼1 4通 4 5 4 5 兼1

－ －

－ －

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

専

門

教

育

科

目

心
理
学
的
支
援

実
習
科
目

臨
地

研
修

セ
ミ
ナ
ー

・

卒
業
研
究

小計（5科目）

臨地研修（短期）

心理的アセスメント

心理学的支援法

心理演習Ａ

心
理
学
的
支
援

実
習
科
目

専

門

教

育

科

目

小計（5科目）

心理学特別セミナーＢ

卒業研究

心理学専門セミナーＡ

心理学専門セミナーＢ

心理学特別セミナーＡ

臨地研修（短期）

臨地研修（長期）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

卒業要件：124単位
　共通科目：28単位以上
　専門教育科目：84単位以上(必修科目34単位、選択必修科目10単位、
　　　　　　　　選択科目40単位以上）
　（内訳）心理学導入科目4単位選択必修
　　　　　心理学基礎科目12単位必修
　　　　　心理学発展科目14単位必修
　　　　　心理学専修科目6単位選択必修
　　　　　心理学演習実習科目4単位必修
　　　　　セミナー・卒業研究4単位必修
　自由選択科目：12単位

卒業要件：124単位
　共通科目：28単位以上
　専門教育科目：84単位以上(必修科目34単位、選択必修科目10単位、
　　　　　　　　選択科目40単位以上）
　（内訳）心理学導入科目4単位選択必修
　　　　　心理学基礎科目12単位必修
　　　　　心理学発展科目14単位必修
　　　　　心理学専修科目6単位選択必修
　　　　　心理学演習実習科目4単位必修
　　　　　セミナー・卒業研究4単位必修
　自由選択科目：12単位

卒業研究

小計（5科目）

合計（169科目）

セ
ミ
ナ
ー

・

卒
業
研
究

合計（169科目）

心理学専門セミナーＢ

心理学特別セミナーＡ

心理学特別セミナーＢ

臨地研修（長期）

小計（5科目）

心理学専門セミナーＡ

臨
地

研
修

小計（5科目）

心理演習Ｂ

心理実習

小計（5科目）

心理的アセスメント

心理実習

心理学的支援法

心理演習Ａ

心理演習Ｂ
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【令和２年度】

【令和３年度】

【令和４年度】

【令和５年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

169

[　　　　] [　　　　] [　　　　] [　　　　]

134

必修 選択 自由

35 134 0 169 35 0

　　　　 　　　　

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ）

・担当教員の退職及び採用により、「心理学的支援法」の専任教員等の配置を「准教授1」から「講師1」に変更。
・担当教員の昇格、退職及び採用により、「心理実習」の専任教員等の配置を「教授3、准教授6、講師3、兼任・兼担1」から「教授4、准教授4、講師4、兼任・
兼担1」に変更。
・担当教員の昇格、退職及び採用により、「心理学専門セミナーＡ」の専任教員等の配置を「教授4、准教授6、講師4、兼任・兼担1」から「教授5、准教授4、
講師5、兼任・兼担1」に変更。
・担当教員の昇格、退職及び採用により、「心理学専門セミナーＢ」の専任教員等の配置を「教授4、准教授6、講師4、兼任・兼担1」から「教授5、准教授4、
講師5、兼任・兼担1」に変更。
・担当教員の昇格、退職及び採用により、「心理学特別セミナーＡ」の専任教員等の配置を「教授4、准教授6、講師4、兼任・兼担1」から「教授5、准教授4、
講師5、兼任・兼担1」に変更。
・担当教員の昇格、退職及び採用により、「心理学特別セミナーＢ」の専任教員等の配置を「教授4、准教授6、講師4、兼任・兼担1」から「教授5、准教授4、
講師5、兼任・兼担1」に変更。
・担当教員の昇格、退職及び採用により、「卒業研究」の専任教員等の配置を「教授4、准教授6、講師4、兼任・兼担1」から「教授5、准教授4、講師5、兼任・
兼担1」に変更。

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・担当教員の昇格、退職及び採用により、「フレッシュマンセミナー」の専任教員等の配置を「准教授4、講師2」から「教授1、准教授2、講師3」に変更。
・担当教員の昇格、退職及び採用により、「ベーシックセミナー」の専任教員等の配置を「准教授4、講師2」から「教授1、准教授2、講師3」に変更。
・教育課程の充実を図るために、「雑穀文化を学ぶ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担2」から「兼任・兼担3」に変更。
・科目担当者の退職のために、「知の対象としての恋愛」の専任教員等の配置における兼任・兼担数を4から3に変更。
・教育課程の充実を図るために、「「観光」で読み解く現代社会」の専任教員等の配置を「兼任・兼担5」から「兼任・兼担6」に変更。
・教育課程の充実を図るために、「サステイナブル社会を考える」の専任教員等の配置を「兼任・兼担4」から「兼任・兼担5」に変更。
・教育課程の充実を図るために、「食と農から考える地域と社会」の専任教員等の配置を「兼任・兼担2」から「兼任・兼担3」に変更。
・教育課程の充実を図るために、「政治のしくみ（政治学）」の配当年次を「1前」から「1前・後」に変更。
・教育課程の充実を図るために、「西洋の歴史と文化（西洋史）」の配当年次を「1後」から「1前・後」に変更。
・科目担当者の退職のために、「日本の歴史（日本史）」の専任教員等の配置における兼任・兼担数を2から1に変更。
・教育課程の充実を図るために、「社会学概論」の専任教員等の配置を「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。
・教育課程の充実を図るために、「専門基礎英語（Basic English for Special Fields)」の専任教員等の配置を「兼任・兼担3」から「兼任・兼担4」に変更。
・教育課程の充実を図るために、「応用中国語演習」の配当年次を「2後」から「2前」に変更。
・時間割調整による担当者変更のため、「情報活用演習Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担3」から「兼任・兼担2」に変更。
・時間割調整による担当者変更のため、「情報活用演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担2」から「兼任・兼担3」に変更。
・担当教員の退職及び採用により、「心理学と社会Ｅ（子ども相談入門）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「講師1」に変更。
・担当教員の昇格により、「心理学統計法」の専任教員等の配置を「准教授2」から「教授1、准教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「障害者・障害児心理学」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の退職及び採用により、「家族心理学特講Ａ（子どもの心理療法）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「講師1」に変更。
・担当教員の昇格により、「対人関係心理学特講Ｂ(ストレスと行動変容）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の退職及び採用により、「心理学基礎演習」の専任教員等の配置を「准教授2、助教2、兼任・兼担1」から「准教授1、講師1、助教2、兼任・兼担1」
に変更。
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

169

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

該当なし

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0 ％

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。
　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
　　　　ください。

（４） 廃止科目

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
　　　　ください。
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備考

5,000千円

誤記修正（２）

　　　　を併せて提出してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和２年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

1,346千円
1,370千円

1,096千円 1,096千円 1,096千円 ―　千円 ―　千円

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

2,200千円
実績に基づく（２）

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等
0千円

1,300千円
1,300千円 設備購入費 27,943千円 5,000千円

学生１人当り
納付金

学生納付金以外の維持方法の概要 経常費補助金、資産運用収入、付随事業収入　等

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 300千円 300千円 図書購入費 2,871千円 2,200千円

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

大学全体
4,393.13㎡ 708 300,000

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

4,636.70㎡ テニスコート ―

0

（382,074〔35,152〕） （　1,540〔413〕） （　　200〔190〕） (12,552) （　　　　） （　　　　）

計
403,000〔35,600〕 1,450〔430〕　 230〔210〕　 13,000 0

13,000 0 0

機械・器具 標　　本視聴覚資料

（382,074〔35,152〕） （　1,540〔413〕） （　　200〔190〕） (12,552) （　　　　） （　　　　）

点 点 点

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

心理学部
心理カウンセリ

ング学科

403,000〔35,600〕 1,450〔430〕　 230〔210〕　

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

研究室の整備（２）

心理学部心理カウンセリング学科 18　17 室

目白大学短期大学部と共用
新校舎（8号館）との接続のため
通路等に改修（２）94　95室 43室 61　57室

15室 2室

（補助職員　0人） （補助職員　0人）

（16,452.63㎡） （83,492.45㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

　校舎敷地と別地
　（電車・バス90分）

小　　　計 49,716.30㎡ 36,446.99㎡ 27,883.86㎡ 114,047.15㎡

目白大学短期大学部と共用
歯科衛生学科の設置等のための整
備、新校舎（8号館）建設のため
（２）

24,372.88㎡
　　　　41,644.36㎡

42,666.94㎡
17,026.71㎡
16,452.63㎡

　　　　83,043.95㎡
83,492.45㎡

そ　の　他 1,877.06㎡ 0㎡ 0㎡ 1,877.06㎡

合　　　計 51,593.36㎡ 36,446.99㎡ 27,883.86㎡ 115,924.21㎡

（24,372.88㎡） （42,666.94㎡）

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 49,716.30㎡ 23,095.99㎡ 14,083.86㎡ 86,896.15㎡

運動場用地 0㎡ 13,351.00㎡ 13,800.00㎡ 27,151.00㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

13



４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

心理学部

 心理カウンセリング学科 4 125 － 500 学士
（心理学） 1.07 1.07 － 令和2

東京都新宿区中落合
4丁目31番1号

人間学部

 心理カウンセリング学科 4 － － － 学士
（心理学） － － － 平成12 同上 令和2年学生募集停止

 人間福祉学科 4 100
3年次
10

420 学士
(人間福祉学) 1.07 0.97 － 平成16 同上 平成29年度定員変更（△20）

 子ども学科 4 140
3年次
10

580 学士
(子ども学） 0.99 1.02 － 平成19 同上

 児童教育学科 4 50 － 200 学士
(児童教育学) 1.06 0.92 － 平成21 同上

社会学部

 社会情報学科 4 120
3年次

5
490 学士

(社会情報学) 1.04 0.99 － 平成12 同上

 メディア表現学科 4 － － － 学士
(社会科学） － － － 平成12 同上 平成30年学生募集停止

 地域社会学科 4 80
3年次

5
330 学士

(地域社会学) 1.05 1.05 － 平成18 同上

メディア学部

 メディア学科 4 140 － 280 学士
(メディア学) 1.04 1.08 － 平成30 同上

経営学部

 経営学科 4 130
3年次

5
530 学士

（経営学） 0.96 0.99 － 平成14 同上 平成29年度定員変更（10）

外国語学部

 英米語学科 4 80
3年次

5
330 学士

（英米語） 1.07 1.00 － 平成17 同上

 中国語学科 4 40 － 160 学士
（中国語） 1.03 1.20 － 平成20 同上

 韓国語学科 4 60 － 240 学士（韓国語）
学士(韓国語教育) 1.08 1.05 － 平成20 同上

 日本語・日本語教育学科 4 40 － 160 1.05 1.32 － 平成20 同上

保健医療学部

 理学療法学科 4 85 － 340 学士
（理学療法学） 1.05 1.00 － 平成17

埼玉県さいたま市
岩槻区浮谷320番地

平成29年度定員変更（5）

 作業療法学科 4 60 － 240 学士
（作業療法学） 0.86 0.81 － 平成17 同上

 言語聴覚学科 4 40 － 160 学士
（言語聴覚学） 0.81 0.90 － 平成18 同上

看護学部

 看護学科 4 105 － 420 学士
（看護学） 1.10 0.99 － 平成18 同上 平成29年度定員変更（5）

大学全体 － 1395 40 5380 － － － － － －

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

学士（日本語）
学士(日本語教育)

　目　白　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和2年度
入学定員
超過率
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大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

人

国際交流研究科

 国際交流専攻 2 20 － 40 修士
（国際学） 0.32 0.25 － 平成11

東京都新宿区中落合
4丁目31番1号

心理学研究科

 現代心理学専攻 2 20 － 40 修士
（心理学） 0.20 0.20 － 平成20 同上

 臨床心理学専攻 2 30 － 60 修士
（心理学） 0.33 0.43 － 平成14 同上

 心理学専攻
（博士後期課程）

3 3 － 9 博士
（心理学） 0.11 0 － 平成16 同上

経営学研究科

 経営学専攻 2 20 － 40 修士
（経営学） 0.15 0.05 － 平成16 同上

 経営学専攻
（博士後期課程）

3 3 － 9 博士
（経営学） 0.11 0 － 平成21 同上

生涯福祉研究科

 生涯福祉専攻 2 20 － 40 修士(社会福祉学)
修士（保育学） 0.02 0.05 － 平成19 同上

言語文化研究科

 英語・英語教育専攻 2 10 － 20 修士
（英語学） 0 0 － 平成20 同上

 日本語・日本語教育専攻 2 10 － 20 修士
（日本語学） 0.50 0.50 － 平成20 同上

 中国・韓国言語文化専攻 2 10 － 20 修士（中国言語文化）
修士（韓国言語文化） 0.25 0.10 － 平成20 同上

看護学研究科

 看護学専攻 2 15 － 30 修士
（看護学） 0.16 0.06 － 平成21

埼玉県和光市諏訪
2丁目12番地

リハビリテーション学研究科

 リハビリテーション学専攻 2 15 － 30 修士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学） 0.23 0.06 － 平成24

東京都新宿区中落合
4丁目31番1号

大学全体 － 176 － 358 － － － － － －

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

人

生活科学科 2 － － － 短期大学士
（生活科学） － － － 昭和39

東京都新宿区中落合
4丁目31番1号

平成31年学生募集停止

製菓学科 2 55 － 110 短期大学士
（生活科学） 1.08 1.00 － 平成19 同上 平成30年度定員変更（△10）

平成31年度定員変更（△15）

ビジネス社会学科 2 75 － 150 短期大学士
（社会経済） 1.11 1.26 － 平成22 同上 平成30年度定員変更（△10）

歯科衛生学科 3 60 － 120 短期大学士
（歯科衛生学） 0.61 0.73 － 令和元 同上

大学全体 － 190 － 380 － － － － － －

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び
　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。
　　　　（専攻科及び別科を除く）。
　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。
　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている
　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。
　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の
　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。
　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を
　　　　記入してください。

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

　目　白　大　学　短　期　大　学　部

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和2年度
入学定員
超過率

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和2年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

　目　白　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員
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区　　　分
今後の

の実施計画

届　出　時 該当なし

（平成３１年）

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

　　　「多様性と大学における学修の支援に向けて」（第2回）

　　・学科でのＦＤ活動計画書に基づいた研修の実施

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　・全学ＦＤ研修会（計2回）

　　　「コンプライアンス教育・研究倫理教育」の説明会（第1回）

　　　「（障がい学生受け入れにあたって）目白大学の取り組みと各キャンパスの現状」

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　「目白大学新宿キャンパス各種委員会規程」並びに「目白大学さいたま岩槻キャンパス各種委員会規程」

　　　に基づき、新宿キャンパス（心理学部、人間学部、社会学部、メディア学部、経営学部及び外国語学部）

　　　並びにさいたま岩槻キャンパス（保健医療学部及び看護学部）毎に副学長（総務担当）を委員長とする

　　　「ＦＤ実施委員会」を設置している。【添付資料①】

　　　令和元年度はキャンパス合同で6月26日(水)に第１回ＦＤ実施委員会を実施し、8割以上の構成員が参加した。

　　　令和２年度も同時期に状況に配慮した形での開催を予定している。

　　・令和元年度全学ＦＤ研修会実施計画について

　　・平成30年度「ＦＤ活動実施報告書」について

　　・令和元年度「ＦＤ活動実施計画書」について

　　令和２年度も同様の内容を予定している。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜心理学部　心理カウンセリング学科＞

（１） 設置計画変更事項等

 令和二年度は、国内外における新型コロナウイルス感染症の拡大及
び緊急事態宣言の発出といった状況に鑑み、感染拡大防止の観点並
びに在学生の安全を考慮し、当初予定していた学年歴を大幅に変更
した。

＜主な変更内容は以下のとおり＞
・入学式やオリエンテーション等、全集会行事の中止
・前期の授業開始を5月11日(月)～に変更
・前期の授業を全て遠隔授業とした(キャンパスは当面閉鎖)

　このような環境下においても、設置計画で示した教育効果にマイ
ナスの影響が生じることのないよう特段の配慮を行うこととしてい
る。
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　　　開催し、実施報告書を教務部研究支援課に提出することとしている。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　ｂ　公表方法

　　大学ホームページ上に公開予定　（　令和３年７月末を予定　）

③　認証評価を受ける計画

　　令和４年度に評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受けるべく、学内で検討中

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　「令和２年度 自己点検・評価報告書」を令和３年７月末に公表予定

（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　（別紙の通り。）

該当なし

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

　　集計結果は、教務部教務課より各教員及び当該学科長(学科長にあっては学部長、学部長にあっては学長)に

　　フィードバックされる。

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　全学教員を対象とした「全学ＦＤ研修会」を年2回実施するとともに、学科単位でのＦＤ研修会を年1回以上

　　・令和元年度第1回全学ＦＤ研修会（令和元年9月18日(水)開催・教員出席者243名）

　　・令和元年度第2回全学ＦＤ研修会（令和元年11月30日(土)開催・教職員260名参加）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　　各ＦＤ研修会で取り上げた内容、授業参観のフィードバック、及び下記授業評価アンケート結果に基づき、

　　各教員は授業の改善や教育技術の向上に役立てている。

　　「学生による授業評価」実施要領に基づき、原則学期ごとに開講されているすべての科目について実施している。
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（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和２年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕
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1 

 

設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見 

 

 目白大学心理学部は、現代社会における心理的諸問題に対応するべく、公認心理師を養成

し、地域や社会へ積極的に貢献できる人材を輩出するために、「心理とカウンセリングの理

論と実践の統合」の理念を生かし、教育と研究を行う目的で令和 2 年 4 月に設置された。

学部の目的を達成するために、以下の取り組みを行った。 

 

1. 入学者の確保 

 心理学部紹介ホームページ、オープンキャンパス、心理学部紹介パンフレットなどを通し

て、幅広い心理学領域を体系的に学べ、実践力を養うため、実習・演習科目群を多数開設し

ていること、国家資格「公認心理師」対応カリキュラムであることなどの教学内容、及びア

ドミッションポリシー、履修モデルの説明を行った。その結果、入学定員 125 名に対して

1616 名の志願者を集めることができ、入学者数は 134 名となった。次年度も、入学志願者

の数を減らさないように、広報活動を充実させる。 

 

2. 新入生オリエンテーション 

令和 2 年春学期の新入生オリエンテーションは、新型コロナウイルスの影響によりオン

ラインでの実施になった。そのため授業開始前の 4 月に、大学ホームページの心理学部セ

クションにおいて、「心理カウンセリング学科長あいさつ（動画）」「1 年生担任自己紹介（動

画）」「1 年生向けオリエンテーション（動画）」「1 年生向け履修オリエンテーション（資料）」

を掲載した。動画において、学部教育の基本的理念、人材育成目的、学部教育の特色などを

説明した。加えて、学生便覧、履修モデル、時間割などの資料を示しながら、卒業要件に必

要な科目、履修方法、取得可能な資格などについて具体的な説明を行った。また、学科事務、

及び教務委員の連絡先を提示し、学生からの質問にも適切に答えられるように配慮した。2

年次以降も 1 年次と同様に、学生の理解を重視するオリエンテーションの実施を行う。 

 

3. 初年次教育 

 1 年次配当科目として、「共通科目」と「専門教育科目」を配置している。特に専門科目

については、本学部が目指す人材養成の基本理念、学問体系を学生の入学当初に十分に教授

する必要があることを踏まえ、心理学導入科目 6 科目、心理学基礎科目 3 科目、心理学発

展科目：基本科目 5 科目、心理学演習実習科目 2 科目を設置している。 

心理学導入科目は、子どもや家族の問題から、消費者と社会、多様性、人間関係、こころ

の予防教育など、現代社会の問題を反映した幅広い領域について学ぶことで、社会と心理学

との関係を理解し、一人ひとりが心理学を学ぶ意義を考えられるように内容を充実させて

いる。また心理学基礎科目では、心理学の科学的な考え方を修得することを目的とし「心理

学概論」「臨床心理学概論」「心理学統計法」を、心理学発展科目：基本科目では、幅広い心
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理学領域の基礎となりうる「神経・生理心理学」「発達心理学」「知覚・認知心理学」などを

配置している。さらに、心理学演習実習科目の「心理学入門演習」では、自分で問題意識を

もち、そのことについて調べ、他の学生との意見交換をすることを通して課題解決をする力

を養うことを目指している。また「心理学体験実習 A（ボランティア）」では、ボランティ

アに必要な知識を踏まえること、社会の問題にかかわることを目的としている。 

さらに、1 年次秋学期に配置されている共通科目の「ベーシックセミナー」においては、

学部の教育内容をより深く理解させることも踏まえ、グループワークを通して「心理学」に

関連するテーマについて調査、発表を行うことで、情報を収集、整理、分析する方法やコミ

ュニケーション力、プレゼンテーション技法など、学部教育において基盤となる能力を身に

つけさせる。また、1 年次春学期には各クラス担任との個人面談を行い、大学での学修動機

を高めるとともに、2 年次以降の専門的な学びにつなげていく。 

 

4. 施設の整備状況、及び実習先の確保状況 

 臨床心理学実習支援室の整備・運営は当初の計画通りに行われ、実習施設からの情報を集

約し、問題が生じた場合に的確に把握し、迅速に対応できる体制を整えている。また、公認

心理師のための実習先は、保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働すべての領域で

確保し、予定通りに契約などを進めている。 

 

 これらのことから設置の趣旨・目的に関して、令和 2 年 5 月 1 日時点としては当初の計

画を概ね達成することができていると言える。 


